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●この度はメタコ製品をお求めいただきまして、誠にありがとうございました。
●この説明書では、お施主さまが商品を安全に正しくご使用いただくための取
扱い方法やお手入れ方法などの重要な内容を記載しております。
　ご使用の前にこの説明書をご覧いただき、安全に正しくお使いください。
●この説明書のほかに、取付方法を記載した取付説明書があります。
　製品保証の確認や取り外しの際に必要になりますので、取付説明書とともに
大切に保存してください。

MATE1J01取扱説明書

ⓒMETACO Inc.

ロックがかかっていないと、風や振動によってスクリーンが膨らんだり、不意に引き出されて破損・脱落するお
それがあります。

スクリーンを操作した後は、必ずロックをかけてください。

この説明書はお客様に安心して本商品をお使いいただき、人身への被害と財産への損害を未然
に防ぐため、以下のように表示し、説明しています。

■ この説明書に使われている図記号の意味は、次の通りです。

■ 誤った取扱いをした場合に生じる危険とその程度を次の記号で説明しています。
この表示を無視して誤った取扱いを行うと、使用者などが死亡または重傷を負
う危険が切迫して生じることが想定される危害の程度を示します。

「してはいけない」を示します。

「必ずおこなっていただくこと」を示します。

この表示を無視して誤った取扱いを行うと、使用者などが傷害を負うことが想
定されるか、物的損害の発生が想定される危害・損害の程度を示します。注意

警告

安全にお使いいただくために

操 作 方 法

スクリーンを引き出す場合

スクリーンを収納する場合

スクリーンのたるみが出た場合

巻きずれが発生した場合

POINT

スクリーンがきれいに巻き取られず、片寄ってタケノコ
状になる、「巻きずれ」が発生した場合は、もう一度引
き出して、ゆっくりと戻してください。

●お願い

高い位置にスクリーンを引っ掛けたりする場合は、転倒したりしないように安定した足場で作業を行ってくださ
い。また、作業中にリフトバーを放さないようにしてください。バーが人や物に当たって怪我や破損のおそれが
あります。

高所での作業時はご注意ください
●お願い

注意

ここに
引っ掛ける

ゆっくり巻き戻す

③スクリーンを巻き取ったら、ブラケットRのスリット
部分を押し込み、ロックをかけてください。

①ブラケットRのスリット部分を上方向に押し上げ、ロー
ラーパイプの回転ロックを解除します。

②リフトバーをフックから外し、手で持ったままスクリー
ンを本体へ巻き戻してください。

しっかりと巻き取りたい場合は、巻き戻した後に
ローラーパイプを手で回すと、スクリーンを密に
巻くことができます。

①ブラケットRのスリット部分を上方向に押し上げて、
ローラーパイプの回転ロックを解除します。

　ロックが解除されるとスクリーンが引き出せる状態に
なります。

操作を行う前に、本商品の状態を見直して必要ならお手入れを行ってください。
状態・お手入れに関する内容は裏面の　日々のお手入れ　の項目をご覧ください。

②リフトバー（スクリーン下端）を両手で持ち上げ、本
体からスクリーンを引き出します。

　スクリーンをいっぱいまで引き出したら、フック左右
それぞれの角リングを引っ掛けて固定してください。

③フックに掛けたら、ブラケットRのスリットを押し込
んでロックをかけてください。

スクリーンを操作する際は周囲に人やペットがいないことを確認してください。
部品が当たったり、指を挟むなど、思わぬ事故につながるおそれがあります。

操作時は周囲に注意してください

注意

警告
スクリーンは非防炎です。火気の近くで使用すると本商品に火が引火し、火災
や重大な事故につながるおそれがあります。

風速5ｍ/s程度の風（木の葉や細かい小枝が絶えず動くような風）が吹いてい
るときはスクリーンを収納してください。あおられて脱落・落下し、けがや家
財の破損につながるおそれがあります。

強風時にはスクリーンを収納してください

スクリーンの操作時は、巻き取り部や可動部に手や指を近づけないでください。
開閉動作により、手や指を挟んでけがをするおそれがあります。

可動部に手を近づけない

リフトバーなどにぶら下がったり、体重をかけたりしないでください。
脱落や破損により、けがや物品の損傷につながるおそれがあります。

リフトバーやスクリーンにぶら下がったりしない

幼児が本商品で遊ばないようご注意ください。
思わぬ事故やけがのおそれがあります。

幼児に本商品で遊ばせないでください

火気の近くでは絶対に使用しないでください。

ブラケットプレートに足や指をぶつけると、けがをするおそれがあります。
特に裸足・サンダルでのご使用時にはご注意ください。

床の金具（ブラケットプレート）に注意

スクリーンを操作する際は周囲に人やペットがいないことを確認してください。
部品が当たったり、指を挟むなど、思わぬ事故につながるおそれがあります。

操作時は周囲に注意してください

直射日光の当たる環境では、本体が高温になることがあります。
触れる際はやけどにご注意ください。

高温の本体に触れないでください

風速5ｍ/s程度の風（木の葉や細かい小枝が絶えず動くような風）が吹いている
ときはスクリーンを収納してください。あおられて脱落・落下し、けがや家財の
破損につながるおそれがあります。

強風時にはスクリーンを収納してください

本商品の取り外し方法は裏面をご覧ください。

外付けロールシェード 涼夏



取 り 外 し 方 法

日々のお手入れ

傷や故障の原因になります。
たわしや金属ブラシなどの硬いもので本体やスクリーンをこすらないでください。

軽くたたく

変色や不具合の原因になります。また、シンナー・ベンジン等の有機溶剤は絶対に使用しな
いでください。

本商品を洗うときには洗剤は使用しないでください。
●お願い

注意 本体を立てかけて、倒れたりすると家財を破損させたり怪我をする恐れがあります。
また、立てかけたままにしていると、本商品が故障するおそれがあります。

立てかけないでください

1. 保証期間：製造日から2か年
製造日については、ローラーパイプに貼付されたシールに印字してあります。

2. 無料修理規定
取扱説明書の注意事項に従った使用状態で保証期間中に故障した場合には無料修理いたします。

3. 製品保証の免責事項
①不適切な操作・維持管理、または改造による故障・損傷
（例：強い衝撃、無理な引き上げ、異常を放置した使用など）
②設置条件・環境が本商品の想定範囲を超える場合
（例：強風区域、高所・屋外、過度な湿気や温度など）
③移設・輸送・天災・動植物・第三者の行為など、外的要因による故障・損傷
（例：地震・台風・動物や昆虫による破損・いたずら等）
④本来の用途以外での使用、または誤った使用方法による不具合
（例：物を吊るす、日よけ以外の用途など）
⑤品質管理シールのない製品
※保証期間経過後の修理・交換は有料となります。
※本書はお客様の法律上の権利を制限するものではありません。ご不明な点はお問い合わせください。

4. 補修用性能部品の最低保有期間
補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後5年です。

■アフターサービスについてのご不明点は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
■部品についてのお問い合わせは、部品名称をご参照ください。
■本品の規格及び外観は改良のために、予告なしに変更することがありますので御了承ください。

製 品 保 証

■ 各部名称

ブラケットL

ブラケットプレートL

スクリーン

本体

ブラケットプレートR

ブラケットR

シャッター枠用フック（左右共通）
角リング

リフトバー

サッシ枠用フックR

サッシ枠用フックL

①スクリーンを巻き取り、回転ロックがかかっているこ
とを確認してください。かかっていない場合はロック
してください。

②本体を窓側から軽くたたくとブラケットプレートから
本体が外れます。

③本体を外したら雨などで水にぬれない場所に保管して
ください。

ご使用の前に本商の点検の点検を行ってください。
次の様な場合は必ずお手入れを行うか、販売店または製造元にご相談をお願いします。

点検項目 対処方法
フックやネジのゆるみ

本体とブラケットプレー
トの接続

各部品の損傷・汚れ

本体の警告・注意ラベル
の状態

取付説明書を参考にしっかりと固定してください。

本体をブラケットプレートに押し込み、しっかりとはめてください。

部品が損傷している場合は使用を止め、販売店にご相談ください。
また、汚れがたまっている場合は清掃してください。

ラベル類がはがれていたり、日焼けなどにより判読できない場合は
取扱説明書の警告・注意をご確認ください。また、販売店にご相談
ください。

スクリーンの状態
濡らした柔らかい布やスポンジで軽く拭き取ってください。清掃後
は十分に乾燥させてから収納してください。


